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4) はり・筋違降伏型立体骨組で，重心と耐力中心が一致する無偏心骨組の場合には，水平 2 方向復
元力聞に降伏相関関係が存在せず各方向独立に耐震安全性を評価できることを明らかにしでいる。
一方，筋違の偏在によって耐力中心が偏り，重心と一致しない場合については 水平 2 方向復元力
と耐力中心廻りの振れの間の降伏相関関係を規定する降伏曲面を求め，これによって入力外乱の方
向と変形応答とが対応づけられることを数値計算によって明らかにしている。
以上のように，本論文は激震外乱を受ける鋼構造筋違付骨組の動的弾塑性応答特性を明らかにし，
それに基づいてはり・筋違降伏型骨組の耐震塑性設計法を提案したものであり 鋼構造建築物の耐震
設計理論の確立に貢献するところが大きい。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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